家電メーカーがグローバルブランドになるために : カテゴリー･イノベーションブランド･レレバンスモデルによる考察 by 三浦 玉緒

































C Christensen, Raynor（2011）, pp. 117-118を参照。
B Aaker（2011), p. 3を参照。
D Aaker 前掲書，p. 42を参照。
E Aaker前掲書，p. 18を参照。


































A NNA.ASIA インドネシアの経済ビジネス情報 2011年J月24日
http ://nna.jp/free/news/20110824idr002A.html（2012/12/9）
 日経産業新聞 2012年11月J日，p. 1
J http ://news.guideme.jp/kiji/f1f7fd39693975bc4afd5587749e4b71(2012/11/17)
P 日経ビジネス（2011）, p. 37を参照。





































10 日経エレクトロニクス（2009), pp. 41-42を参照。
11 Aaker 前掲書，pp. 227-228を参照。
12 Aaker 前掲書，p. 250を参照。
13 Aaker 前掲書，p. 296を参照。






































14 服部・藤本・朴・阿部（2010), p. 3を参照。
































15 服部・藤本・朴・阿部 前掲論文，p. 5を参照。
16 服部・藤本・朴・阿部 前掲論文，p. 9を参照。
17 Aaker 前掲書，p. 338を参照。
18 Aaker 前掲書，p. 338を参照。
19 服部（2008)，p. 27を参照。
























































20 服部（1994), p. 10を参照。
21 シャープ株式会社 ホームページ http ://www.sharp.co.jp/100th/history/(2012/10/9）
22 シャープ株式会社 ホームページ http ://www.sharp.co.jp/100th/history/(2012/10/9）
23 小高・片山（2008）, p. 14を参照。
24 寺山（2005）, p. 94を参照。





































25 長田（2006）, p. 40を参照。
26 下川（2009), p. 60を参照。
27 下川（2009), p. 60を参照。
28 下川（2009), p. 62を参照。
29 Aaker 前掲書，p.232を参照。





































30 下川（2009), p. 58を参照。
31 シャープ株式会社 ホームページ http ://www.sharp.co.jp/100th/history/(2012/10/9）
32 長田（2006）, pp. 35-36を参照。
33 寺山（2005), p. 47を参照。
34 長田（2006), pp. 36-37を参照。





















35 御手洗（2012）, p. 27を参照。
36 御手洗（2012）, p. 29を参照。
37 Keller（2010）, p. 65を参照。
図 消費者からみたカテゴリー連想の連続性と非連続性
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